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 当中間期におけるわが国経済は、金融・財政政策により企業収益や雇用情勢の改善がみ

られる等、引き続き景気は緩やかな回復傾向にあるものの、消費税増税に伴う駆け込み需

要の反動の長期化や海外景気の下振れリスクなど依然として不透明感が残っております。 

 

 石油化学業界におきましては、依然として内需の低迷が続いた上、生産余力の低下によ

って輸出も減少したことから、当中間期におけるわが国のエチレンプラントの生産量は前

年同期比２．８％減の３１５万トンとなりました。一方、原油・ナフサ価格の上昇に伴う

原材料価格の増加が収益の圧迫要因となりました。 

 

 このような状況のもとで、当中間期は京葉エチレン株式会社が定修年ではありましたが、

積極的な営業活動の展開により、製品販売数量は前期比１．３％減の１７７万トンとなり

ました。一方、売上高は前期比７．８％増の２３６，７５８百万円となったものの、定期

整備に関わる固定費の増加や一部製品の採算悪化により、経常利益は３，８５２百万円減

の２，９６３百万円となりました。 

 

 

【中間決算】                          （単位：百万円） 

項  目 
平成２６年度中間 

（第７７期中間） 

平成２５年度中間 

（第７６期中間） 
対前年度中間比較 

売 上 高 ２３６，７５８ ２１９，６２８  １７，１３０  

営業利益 １，４１０ ６，２４４ △４，８３４ 

経常利益   ２，９６３   ６，８１６   △３，８５３ 

当期中間純利益  ２，０７７  ４，３９０   △２，３１３ 

（注） 記載金額は、百万円未満を切捨て表示。 



【販売状況】                           （単位：トン） 

項  目 
平成２６年度中間 

（第７７期中間） 

平成２５年度中間 

（第７６期中間） 
対前年度中間比較 

エチレン ３４５，０００ ３２２，８００  ２２，２００ 

プロピレン ２９９，６００ ２９１，２００  ８，４００ 

ＢＴＸ ２９１，７００ ２９３，３００  △１，６００ 

エチレングリコール ７２，６００ ７６，９００   △４，３００ 

ＭＥＫ ５０，１００ ４５，５００ ４，６００ 

高密度ポリエチレン ４３，３００ ４８，５００ △５，２００ 

その他 ６７６，４００ ７２３，３００  △４６，９００ 

合 計 １，７７８，７００   １，８０１，５００   △２２，８００ 

（注） 記載数量は、百トン未満を四捨五入表示。 

 

以   上 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  ＊ お問い合わせ 

 

                  丸善石油化学株式会社 

                  人事総務部広報グループ 

                  TEL：０３－３５５２－９３６１ 

                  FAX：０３－５５６６－８３９１ 

                  E-mail：mpckoho@chemiway.co.jp 


